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E
L
L
S
o
u
n
d
y
a
r
d」
外
観

-
E
L
L
L
i
t
e
＿
 

2K/4K HEVCリアルタイムコーテック
ELL Lite 

一

般

社

団

法

人

日

本

ケ

ー

プ

ル

テ

レ

ピ

連

盟

（

東

京

都

中

央

区

、

今

林

顆

＿

理

事

長

）

‘

＿

般

社

団

法

人

日

本

C
A
T
V技
術

協

会

（

東

京

都

新

宿

区

、

中

村

俊

＿

理

事

長

）

、

一

般

社

団

法

人

衛

星

放

送

協

会

（

東

京

都

港

区

、

滝

山

正

夫

会

長

）

は

、

7
月

2
4
日（
木
）・
2
5日

（
金
）
に
東
京
国
際
フ
ォ
—
ラ
ム
（
東
京
都
千
代
田
区
）

で

「

ケ

ー

プ

ル

コ

ン

ベ

ン

シ

ョ

ン

2
0
2
5」

及

び

関

連

イ

ベ

ン

ト

「

ケ

ー

プ

ル

技

術

シ

ョ

ー

2
0
2
5」を
開

催

し

た

。

「

ケ

ー

プ

ル

技

術

シ

ョ

ー

2
0
2
5」は
、

ケ

ー

プ

ル

テ

レ

ピ

業

界

の

技

術

革

新

と

ピ

ジ

ネ

ス

拡

大

に

必

須

の

「

モ

ノ

か

ら

コ

ト

、

そ

し

て

ヒ

ト

」

と

の

出

会

い

を

提

供

す

る

イ

ベ

ン

ト

で

、

コ

ン

セ

プ

ト

は

、

「

P
O
T
E
NT
_
A
L！

ー

ケ

ー

プ

ル

テ

レ

ピ

が

も

た

ら

す

地

域

課

題

解

決

へ

の

カ

ー

」

。

事

務

局

発

表

に

よ

る

と

「

ケ

ー

プ

ル

技

術

シ

ョ

ー

」

の

7
月
2

4

日

（

木

）

の

来

場

者

数

（

速

報

値

）

は

5
2
8
3名、

7
月
25日
（

金

）

の

来

場

者

数

（

速

報

値

）

は

5
7
8
4名だ
っ

た

。

両

日

合

計

の

来

場

者

数

（

速

報

値

）

は

1
万
1
0
6
7名
と

な

っ

た

。

-F
唇
翠
忌
＇

l

）
写
琴
墨

詈

-
E
L
L
L
-
1
t
o

l

畏
蓋
筵
＇
占
多

＿M
-ご
季

攀

し

た

。

I

E

面

の

ス

ク

リ

ー

ン

に

は

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

で

映

し

出

し

た

4
k映
像

を

投

影

し

、

祭

り

や

花

火

な

ど

の

映

像

を

見

る

こ

と

が

で

き

た

。

ま

る

で

そ

の

会

場

に

い

る

よ

う

な

音

響

で

、

圧

倒

的

な

臨

場

感

キ

保

感

で

き

こ。
ヤ
ー

同

社

は

、

2
0
2
5年

6
月

1日

に

開

催

さ

れ

た

「

第

20回

湘

南

よ

さ

こ

い

祭

り

」

を

主

催

者

で

あ

る

「

第

20回
湘

南

よ

さ

こ

い

祭

り

実

行

委

員

会

」

お

よ

び

湘

南

ケ

ー

プ

ル

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

協

力

の

も

と

、

撮

影

収

録

し

て

き

た

。

こ

の

映

像

も

サ

ウ

ン

ド

ヤ

ー

ド

内

で

プ

ー

ス

来

場

者

に

見

せ

た

。

ミ

ハ

ル

通

信

が

開

発

し

た

2
2
c
hマ
イ

ク

（

通

称

ウ

ニ

マ

イ

ク

）

を

使

用

し

た

。

こ

の

マ

イ

ク

で

収

録

し

た

音

を

、

2
2
.
2
c
hス
ピ

ー

カ

ー

1本

1本
と

1対

1
で

出

力

す

る

こ

と

で

、

サ

ウ

ン

ド

ヤ

ー

ド

内

で

立

体

音

蓉

を

再

現

し

て

い

る

。

s
o
u
n
d
y
a
r
dの
特

長

は

▽

ホ

テ

ル

、

飲

食

店

、

ク

ラ

プ

、

公

共

施

設

な

ど

で

コ

ン

サ

ー

ト

、

花

火

大

会

、

ス

ポ

ー

ツ

中

継

な

ど

の

イ

マ

ー

シ

プ

ラ

イ

プ

・

ビ

ュ

ー

イ

ン

グ

を

体

感

で

き

る

▽

伝

送

シ

ス

テ

ム

か

ら

音

蓉

設

備

構

築

ま

で

ト

ー

タ

ル

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

を

提

案

す

る

▽

s
o
u
n
d
y
a
r
d
ス

ピ

ー

カ

ー

、

ス

ク

リ

ー

ン

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

、

吸

音

ハ

ネ

ル

な

ど

を

要

望

に

合

わ

せ

て

カ

ス

タ

ム

す

る

▽

ミ

ハ

ル

通

信

で

開

発

し

た

22
.2
c
hの
マ

イ

ク

で

収

録

し

た

畜

を

S
O
U
n
d

y
a
r
d内
で

立

体

音

害

を

再

現

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

な

お

、

ミ

ハ

ル

通

信

の

鎌

倉

本

社

で

は

、

S
o
u
n
dy

a
r
d

の

体

験

ル

ー

ム

を

常

設

し

て

い

る

。こ

の

ジ

ス

テ

ム

で

重

要

な

役

割

を

示

す

の

が

「

極

」

超

低

遅

延

H
E
V
Cエ
ン

コ

ー

ダ

ー

・

デ

コ

ー

ダ

ー

「

E
L
L
L
i

t
e

」

。

同

機

は

多

チ

ャ

ン

ネ

ル

P
C
M音声
に

対

応

し

た

2

k
/
4
k
H
E
v
cリ
ア

ル

タ

イ

ム

コ

ー

デ

ッ

ク

。

高

品

質

な

映

像

と

音

声

を

、

超

低

遅

延

で

伝

送

す

る

。

同

社

は

「

E
L
L
L
i
t

e

」

を

用

い

た

次

世

代

リ

モ

ー

ト

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

を

提

案

し

て

い

る

。

ケ

ー

プ

ル

テ

レ

ビ

局

の

制

作

現

場

に

お

け

る

リ

モ

ー

ト

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

に

加

え

、

2
0
2
5年

7月

3
日

に

N
H

K
テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

ズ

主

催

で

実

施

し

た

ビ

ル

ボ

ー

ド

ラ

イ

プ

東

京

（

東

京

都

港

区

）

に

お

け

る

伝

送

実

験

と

い

っ

た

次

世

代

リ

モ

ー

ト

プ

ロ

ダ

ク

ジ

ョ

ン

を

紹

介

し

た

。

こ

こ

で

の

特

長

は

▽

「

橋

」

超

低

遅

延

の

2
k/

4
k対

応

H
E
V
Cエ
ン

コ

ー

ダ

ー

・

デ

コ

ー

ダ

ー

▽

フ

レ

ッ

ツ

光

等

の

公

衆

回

線

に

よ

る

伝

送

が

可

能

▽

多

c
h
(
6
4
c

h

)

の

非

圧

縮

デ

ジ

タ

ル

音

声

を

伝

送

(
M
A
D
I/
D
a
n

t
e

)

▽

1台

で

エ

ン

コ

ー

ド

・

デ

コ

ー

ド

の

両

方

に

対

応

。

こ

こ

で

の

ケ

ー

プ

ル

テ

レ

ビ

局

、

放

送

局

向

け

リ

モ

ー

ト

プ

ロ

ダ

ク

ジ

ョ

ン

で

は

▽

現

場

か

ら
は
映
像
•

音
声
素
材を
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

を

利

用

し

て

局

ま

で

伝

送

、

制

作

作

業

は

す

べ

て

局

で

実

施

▽

局

ま

で

は

フ

レ

ッ

ツ

V
6折
返

し

、

ま

た

は

自

社

の

フ

ァ

イ

バ

や

P
O
Nを

有

効

利

用

し

て

い

る

。

一

方

、

エ

ン

タ

ー

テ

イ

メ

ン

ト

向

け

リ

モ

ー

ト

プ

ロ

ダ

ク

ジ

ョ

ン

は

▽

立

体

音

響

等

、

高

品

質

な

ラ

イ

プ

配

信

コ

ン

テ

ン

ツ

の

制

作

を

サ

ポ

ー

ト

。

演

奏

現

場

の

音

・

映

像

を

リ

モ

ー

ト

の

ス

タ

ジ

オ

に

伝

送

▽

音

声

素

材

は

非

圧

縮

か

つ

マ

ル

チ

チ

ャ

ン

ネ

ル

で

伝

送

す

る

た

め

、

伝

送

先

で

自

由

に

ミ

ッ

ク

ス

可

能

ー

と

な

っ

て

い

る

。

ビ

ル

ボ

ー

ド

ラ

イ

プ

墾

京

に

お

け

る

伝

送

実

験

の

仕

組

み

は

CD収録
会

場

（

ビ

ル

ポ

ー

ド

ラ

イ

プ

墾

忠

）

で

は

、

ミ

キ

サ

ー

か

ら

の

出

力

を

別

系

統

で

畜

声

中

継

車

に

伝

送

②

N
H
Kテ
ク

ノ

ロ

ジ

ー

ズ

音

声

中

継

車

で

は

ラ

イ

プ

音

諫

の

3
Dミ
ッ

ク

ス

制

作

設

備

、

実

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

は

山

麓

丸

ス

タ

ジ

オ

（

東

京

都

港

区

）

か

ら

行

わ

れ

た

③

山

麓

丸

ス

タ

ジ

オ

に

お

い

て

は

D

o
l
b
y
A
T
O
M
Sモ
ニ

タ

ー

環

境

を

持

ち

、

中

継

車

の

音

声

を

モ

ニ

タ

ー

し

な

が

ら

中

継

車

の

コ

ン

ソ

ー

ル

を

リ

モ

ー

ト

操

作

し

た

。

今

回

の

「

ケ

ー

プ

ル

技

術

シ

ョ

ー

」

で

は

「

E
L
L
L

i
t
e」が
収

め

ら

れ

た

背

負

子

（

し

ょ

い

こ

）

を

ミ

ハ

ル

通

信

の

社

員

が

背

負

っ

て

会

場

内

を

回

っ

て

映

像

と

晉

声

を

プ

ー

ス

内

に

届

け

て

「

柩

」

超

低

遅

延

の

威

力

を

見

せ

て

い

た

。

担

当

者

は

ス

マ

ー

ト

グ

ラ

ス

で

伝

送

映

像

も

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

ミ

ハ

ル

通

信

の

担

当

者

は

次

の

よ

う

に

説

明

し

た

。

「

背

負

子

に

は

『

E
L
L
L

i
t
e』

と

カ

メ

ラ

と

無

線

機

を

和

ん

で

い

ま

す

。

度

示

会

場

内

を

歩

い

て

背

負

子

の

人

の

そ

の

映

像

を

ミ

ハ

ル

通

信

の

プ

ー

ス

に

送

っ

て

い

ま

す

。

遅

延

は

ほ

と

ん

ど

あ

り

ま

せ

ん

。

眼

鏡

型

モ

ニ

タ

ー

で

あ

る

ス

マ

ー

ト

グ

ラ

ス

を

着

け

て

い

ま

す

。

ミ

ハ

ル

通

信

の

プ

ー

ス

に

も

カ

メ

ラ

が

饂

い

て

あ

り

ま

す

。

こ

の

シ

ス

テ

ム

は

1
台

で

双

方

向

の

や

り

と

り

が

で

き

る

の

で

、

プ

ー

ス

の

カ

メ

ラ

で

撮

っ

た

映

像

を

、

背

負

子

の

人

の

ス

マ

ー

ト

グ

ラ

ス

内

部

の

モ

ニ

タ

ー

に

映

し

て

い

ま

す

。

こ

の

装

饂

の

特

長

と

し

て

、

オ

ー

デ

ィ

オ

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー

ス

と

し

て

『

D

a
n
t
e』
を

使

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

装

置

は

イ

ン

カ

ム

を

『

D

a
n
t
e』
に

変

換

す

る

の

で

、

こ

れ

を

使

っ

て

、

背

員

子

の

人

が

着

け

て

い

る

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

と

、

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

を

着

け

た

プ

ー

ス

に

い

る

人

も

や

り

取

り

が

で

き

ま

す

。

例

え

ば

『

戻

っ

て

き

て

く

だ

さ

い

』

と

話

し

て

指

示

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

こ

の

装

饂

1台

で

双

方

向

の

や

り

と

り

が

で

き

て

、

『

D

a
n
t
e』
で

イ

ン

カ

ム

の

音

声

も

送

れ

る

し

、

そ

の

現

場

の

音

声

も

送

れ

る

。

映

像

の

折

り

返

し

も

で

き

る

。

そ

れ

を

使

っ

て

、

リ

モ

ー

ト

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

的

な

素

材

伝

送

が

行

え

る

と

い

う

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

で

す

」

と

述

べ

た

。

◇
 

「

E
LL
L
i
te
」

の

特

長

の

詳

細

は

次

の

通

り

。

①

1セ
ッ

ト

（

送

信

1
台

、

受

信

1台
）

使

用

す

る

こ

と

で

、

2
kま
た

は

4
k映
像

を

超

低

遅

延

で

伝

送

可

能

。

②

1
2
G
|
S
D
I/
3
G
|
 

S
D
I
/
H
D
M
I入
出

力

部

、

音

声

入

出

力

部

、

エ

ン

背
負
子
に
は

『
E
L
L
L
i
t
e
』
と
カ
メ

ラ

と

無

線

機

が

積

ま

れ

て

い

る

ム ズ 第 3種郵便物認可 第 7842号 4
 

クープルコンベンション関連イベント

クープル技術ショ—
Cable Tech Show 2025 

開催レポー卜

コ

ー

ド

／

デ

コ

ー

ド

部

、

I
P

入

出

力

部

で

構

成

さ

れ

、

2
k、

ま

た

は

4
k映
像

の

H
E
v
c

コ

ー

デ

ッ

ク

が

可

能

。

③

映

像

入

出

力

は

1
2
G
I
S

D
I/
3
GI
S
D
I
、
H
D

M
I
2
.0
を

各

1系
統

ず

つ

搭

載

※

S
D
Iに
つ

い

て

は

補

助

デ

ー

タ

非

対

応

。

④

音

声

入

出

力

は

S
D
I/

H
D
M
I

エ

ン

ペ

デ

ッ

ド

に

加

え

、

M
A
D
I
(
1系
統

）

、

D
A
N
T
E
(1系
統

〈

冗

長

〉

）

を

搭

載

。

映

像

と

非

同

期

で

も

音

声

を

低

遅

延

で

伝

送

可

能

。

⑤

音

声

は

非

庄

縮

P
C
Mで

棗

大

64
c
h入
出

力

可

能

。

⑥

本

器

を

対

向

で

使

用

す

る

こ

と

で

、

双

方

向

で

の

運

用

が

可

能

。

遠

隔

地

で

の

ラ

イ

プ

セ

ッ

シ

ョ

ン

な

ど

に

運

用

可

g
。

ム目
⑦

I
P
入

出

力

は

E
L
Lス

ト

リ

ー

ム

（

独

自

仕

様

）

を

採

用

。

⑧

全

て

の

設

定

／

制

御

は

W

e
bプ
ラ

ウ

ザ

ー

よ

り

行

う

⑨

電

涜

入

力

は

X
L
Rコ
ネ

ク

タ

ー

を

使

用

し

、

バ

ッ

テ

リ

ー

出

力

な

ど

か

ら

供

給

可

能

。




